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1. はじめに

この調査はスーバーマーケッ 1、建設に伴う事前調査である。調査は本年4月より

来年3月まで 5現場に分けて約11,000而行なう予定である。本調査に先立ち束ー坊

大路推定位泄で束西42rn、i}］北5mの調査を行なっている（奈文研第25 1次調査）

が、調査区の西半分は沼のようになっており、奈良時代の逍構は確認できなかった。

本調査区は第 25 1次調査のi行、約3,900m'である。調査は 7月 1日から選構検出を

はじめ、現在も継続巾である。

2.逍梢

調査区内の巡構は比較的注ばらである。奈良時代の1)祉立柱建物や井戸、条坊逍構

の他、平安時代のJ展などを検出している。以下、その主嬰なものについて概要を述

べる。

条坊逍構

六条大路北側涸輻ll~Gm、深さO.7rn。

六条大路南側渦幅約 5 m、深さ0.8rn。滞の堀直しを行なっている。北束トレンチ

の束ー坊大跨西側涸との合流点では南北に広がっている。。

束ー坊大路束側涸幅約3rn、深さO.:lrn。

束ー坊大踏西側涸 幅約7 m、深さ約 Im。tiiはある程度J！いまった段階で調査区の

南端においてしがらみと土留め用の石を用いてJI臥止められ、束南に向きを変えてい

る状況が確認された。また、調査区の南端や北東トレンチ南部では西岸に入江状に

入り込む部分をもっ。平安時代には水田の用水路として利用されていたと考えられ

る。

建物 1A 掘立柱建物、束西棟。桁行5間 (9尺十 8尺X3+9尺）梁間2間 (6

尺 X2)。東から 2間めの棟通りには束柱の跡がある。

建物 1B 掘立柱建物、束西棟。桁行 51ffl(9尺十 8尺 X3+9尺）梁間 2間 (6

尺 X2)。建物］ Aとほぼ同じ位臨で同規模の建物に建て替えたもの。

建物2A 掘立且建物、東西棟。桁行 3lffl (8尺X3)梁1ill2間 (6尺X2)。建

物 3Aと西要の［立世をそろえる。

建物2B 掘立杜建物、束西棟。 lfi行3tHJ(6尺X3)梁間2間 (6尺X2)。

建物3A 掘立杜建物、束西棟。桁行3Iiij(7尺X3)梁間2間 (7尺X2)。

建物3B 掘立杜建物、東西棟。 ifii]41:ll(7尺XLl)梁間211il(7尺X2)。建

物 3Aを西要の位置を変えずに建て替えたもの。

建物4 掘立柱建物、南北棟。桁行2|｝｝]（6尺）以上、梁間 1間 (8尺）。

建物5 掘立柱建物、束西棟。桁行2間 (6尺）以上、梁間2間 (6尺X2)。

滞 1 深さ0.2m、坪の南北にある道路の心々間距離を南北に二分する位樅にほぼ合

う。建物 1の束要の位悩で一旦途切れる。

溜2 口の字状を呈す。建物 2 Aの南にあり、東西の妻に位悩をそろえる。

溝5 築地塀南側雨落涸で深さ0.11m、幅 Irn。多数の瓦片や風字硯が出土。

柵 1 建物 1の束にある南北の棚で、束ー坊大路と朱在大路の道路心の間を束西に

4等分する束から 1番目の位置にある。北限は滞 lで、南は調査区外に延びている。

柵 2 建物2Bの西要の位檻から井戸の西側まで東西に約25m検出している。

棚 3 建物3の南で、東西に約20m検出している。

井戸 直径約2.3mの掘形をもち、 0.9rn四方の縦板紐横桟どめの井戸枠をともなう。

竪穴住居縦横約4m、奈良時代以前のもので、底部がわずかに残るに過ぎない。

土坑 幅1.5111、長さ約 5m、深さ80CI|loi黍を入れた奈良時代の須恵器や漆拙片など

多数出土。

土器埋納逍構 六条大路南側禍の南洋にある奈良時代後半の逍構で、合わせ口の土

器が埋設されていた。

木棺墓平城京廃絶後の選構と考えられる。

3.巡物

巡物には土器、瓦、土製品（土屈、硯）、木悶； （下駄、人形）、金屈揺（刀子、

鉄鎚、鍛銭）、炉壁（銀冶あるいは鋳造l丸1辿のもの）の砿か、木tりなどかある。

4.まとめ

今回の調査で束ー坊大路、六条大路双方の両側滞を確認することができ、条坊制

の都市構造の復原研究に新たな資料を提枇できた。束ー坊大路は平城宮南辺の二条

大路の位置で、そのI幅員（両IJIIJtill(J)心々距離）が23.7ll1であることが知られている

が、本調査区東辺でもほぼ同規模の2:3.lrnであることがわかった。一方、六条大路

の I幅貝を確認した調査はなかったが、今回の調在によると 1•1.5rn であり、既に知ら

れている他の大路より狭いことがわかった。

宅地利用の状況は坪を南北に二分する束西涸の存在がわかった。しかし、井戸が

1碁しか出ていないことを考え合わせると、細分化された宅地ではなかったのかも

しれない。木簡はなんらかの官面のものと考えられるが、出土状況からすると本訓

査区から捨てられたとは断言できない。本逍跡の性格に付いては今後の調査結果に

期待したい。
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